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このバ ランスは酸素供給 (血流速､ 血液量 )の変化 と組織での酸素消費量の
変化に同調す る｡ 脳が清性化 されると､ 組織の酸素消費量はわずかに上昇す
る(5%)､ 一方､ 血液量 と血流速は (50%)まで上昇する｡ このために組織に供給
される酸素は急速に上昇 し､ デオキシヘモグロビン強度は減少 し､ 信号の強
度が増すことになる (図 1)(2)｡ これがfMRI,Boldコン トラス ト法の原理
であるが､ 実際fMRIは最近高次脳機能の研究に盛んに用い られるようになっ
た｡ そこで我 々も､ 川RIを使って新生児 ･乳幼児に光刺激に対す る視覚野の
反応を調べた｡ その結果お もしろいことに新生児 .乳児で も視覚野は光刺激
に反応することが明 らかになった (図2)｡ このことは新生児の視覚野が横
能 していることを示す ものであ り､ 新生児では第二視覚系で光情報を処理 し
ているという考 えを否定す るものであった｡ さらにおもしろいことに､ 生後
2カ月以内は成人 と同 じように光刺激がONの時にデオキシヘモグロビン渦度
が減少 し､OFFの ときに増加 した (図3-A)｡ つま り刺激に応 じて脳血流が
増加 し､ 刺激がなくなると減少すると思われた｡ しか し､ 生後 2カ月か ら3
才頃までほ全 く逆になったのである (図 3-B)｡ つまり刺激をすると血流
が減少 したまま､ 敢素消費 を代償す るため に血流が増加す ることがないよう
な所見が見 られたのである(3)｡
図 2新生児の光刺激によるfMRI
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2カ月から3才までの変化はBornら(4)が最初に報告 している結果 と同 じで
ある｡ (もっともBornらは新生児では光刺激に対する反応がなか ったと言っ
ているが )｡ ではこうした変化が光に晒された期間と関係するのか､ あるい











locher(5)が報告 した視覚野のシナプスの過形成である｡ しか し､ この現象と











見もあり､ まだ結論ほでていない｡今回の我々の研究では､ 前述 したように､
新生児の視覚野が成人と同じ部位にあり､ 光刺激に応 じて満性化されるのが
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